


















告部のなまえと組立 l 
囚 各部のなまえ

①カブラ

②マスト

①ミッションフレーム

④入力!Iqll

⑤入力引11カバー

⑥ヒッチアーム

⑦メインフレーム

③耕うん郎カバー

A注意

③補助耕うん部カバー

⑬耕うんIlqll

@耕うん爪

⑫ガイド板

⑬翻節板

⑬ベースディスク

⑮ウイングディスク

⑬ディスクカバー

・梱包を解体するときは、まわりの人や物に注意して

ください。

・木粋やダンボールの「クギ・ハリJなどには十分注意
してください。

守らないと「クギ・ハリ」や木枠でケガをすることがあ

ります。

。

⑫上而ローラー

⑬上而ローラーカバー

⑬チェンケース l

⑧チェンケース 2

②土止め板

⑫サイドカバー

⑫スタンド

⑫キャスター

固組立

ICZ-3亙
ウェイト

⑧スト ッパー付きキャスター

⑫方1{;J1陥

②ロワーピン

⑧ロワーピンガイド

⑧i和主ハンドJレ

⑧支えパイプ(CZF.300)

@ロット(CZF・300)

CZ.3ωウェイトキット(オプション)

(ウェイトアーム止めピン)

(1)左右のスタンドを取付けます。

(2)CZ.300でウェイトキット(オプション)をお手持ち



--~事~~民主主!IJH;~冨・・
-あぜぬり機の 3点リ ンク装着システムは、 「標準3

点リ ンク規格Jと日農工統一規格「日農工標準3点オ

ートヒ ッチ」、および「日農工特殊3点オートヒッチ」

を採用しています。

・「標準3点リンク規偽」は3}~:(リンクとジョイン ト を

手で付けます。(1セット)

・11:11.立ユ山:'!iW3 }~!:オートヒッチ」はさらに 4 セ ッ ト。

3セット.0セァ トと3組智lに分かれます。

4セットは 3..~.(リ ンクとジョイン トが同時に 1，1[I})装

着でき、 3セットは 3..~~リンクのみが自由J装 ~Vi: で、

ジョイン トは手で付けます。。セットはすでにお手

持ちの4セットシリーズ作業機と共用するため、カ

プラ、およひびeジヨイントは標i準l位t~装主制備I していません。

.11:日;ヨ11:伐込工特殊 3!点}

IBJ形臨」の3租類があり、 3.. ::x 1)ンクとジョイントが

同時に1，1[i})装着できます。
トラクターに付属しているロータリーと同じ万世、で

装稲します。カブラジョイントは同じものを似川

しますので、あぜぬり機には装備していません。

・ 3 点リ ンク装着鋭怖の判別は、 ~\!式の末尾で判断し

てください。

型式末尾 3点リンク規裕 呼称

-4 S 4セット

-3 S 日j立工椋(準3点オート ヒッチ 3セット

-0 S 0セット

ー1S f，':ii\~ 3点リンク lセット

-A 1 A-1 J杉

-A 2 日民工特殊3点、オート ヒッチ A-2 J~ 

-B B形

1 3点リジヲの調整
ム注意
・トラクヲーの取扱説明書13点リ ンクの規格」をよく
読んでくださし、。守らないと取付けができなかった

り、機械の損傷やケガの原因になります。

。

左口ワーリンク

回 45/35/05 シリーズ

.カブラは「標準3点リンク規絡」です。 トラクターの

3 点リンクも ~~{W~ 3点リンクでないと装着ができま

せん。

.特殊3点リ ンク規絡の場合は、特殊 3.. :Xリンク用ト

ップリンクブラケッ トを外し、 トップリ ンクを標準

3点リンク11IのI山l側にターンパックルの付いた、長

いものに替えてください。

・作業機の下がりiitが不足する場合は、リフトロ ッド

の]収付穴佐世をロワーリ ンクの前側の穴に移してく

ださい。

回15シリーズ

.あぜぬり機の袋;.;Yj祈F行fは「紋1準V幹fi3};点F

ラク夕-の3点リンクも4鰐糠f梨{lJ準匹3点点、リンクでないと装

J稲tができません。

・特殊3点リンク規絡のjJ)j合は、特殊3aリンク用ト

Yプリンクプラケ ットを外し、 トップリンクを標準

3点、リンク用のplij側にターンパックルの付いた、長

いものに答えてください。

・作業機の下がり:!lI:が不足する場合は、 リフトロッド

の取付穴位tiiをロワーリ ンクの前例!の穴に移してく

ださい。

団 Al/A2/Bシリース

・ト ラクターの3点リンクの鋭絡を取扱説明也で確認

してください。

・ロータリーに付いているカブラを使用します。

・ロータリ}の談活と同じ{立i世に、 トップリンク ・ロ

ワーリンクの位1立を調節します。



4セットシリーズ E 

装着姿勢|

A警 告
・あぜぬり機の装着は、平らで固い場所を選び、 いつ

でも危険をさけられる態勢でおこなってください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながり ます。

カブラで装~~fできるように、あぜぬり機の姿勢を削節

します。

囚 スタンドホルダーにスタンドを差し込み、止めピン

で悶)Eします。

固 キャスターは2磁器iあります。ストッパー{づきのキ

ヤスターを前側に、ス トッパーなしのキャスターを

後ろ側に組付けてください。

図 CZ-300でウェイ トキット(オプション)を取付けて

いる場合は、必ず外側に聞いて止めピンで匝|定し、

左右のバランスを取ってください。

ウェイトは、ボルトで械尖に回定してください。

補足

CZ-300 

着脱位置

-作業位置では、バランスが刷れて機体が

何l き、 ~Yi'l.悦がやりづらくなります。 ~~f脱や移

動をする場合は、必ず外側に|剥いて左右

のバランスをlfj(ってください。(CZ-3001

⑪ 

※ウェイトキットはオプション(別売り)です。

(CZ-300のみ)

乾聞や水分の少ないアゼの場合は、機体lTd正を大き

くしデ ィ スクの}王;，~i:力を ~ñt くして、アゼを l酉く締め

ます。作業時は内官]IJ(ディスク側)にたたんで、止め

ピンで固定してください。(政大60kg 20kg x 3ケ)

作業位置 CZ・300

止めピン
ウ

囚 CZF-300は出荷l時、装着姿勢が"J"火セ ットになって
いますのでそのまま装着できます。装着のH寺は必ず

"1"央セットにしてください。

※中央セットになっていない場合

(1)クラッチレバーは「切」の佐世にしてください。

(2)悶定ピンを抜き、機体を中央へ移動させます。

(3)匝|定ピンを差し込み、回してロ ックします。

、

/シ
~ 



カフラの準備 | 
.4セットの場合は、ジョイントのダンボール箱に入
っているサポートプレートと連絡枠をlrR付けてくだ

さい0

.3 セットの場合は不~です。

帯号 時1¥ 'tf" E 名
① サポートプレート

② ボルト M12x30 7T 

③ パネ座金 M12 

@ ナット M12 

⑤ 辿結枠

制
一2
一4
一4
一4
一ー

| カブラの取付け | 
-ここでは4セットを中心に説明します。4セットと

3セットの逃いは、ジョイントが自動装着か、手で

付けるかの逃いです。

ム警告
・カブラの装着・取外しは、平らで固い場所を選び、

いつでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

い。守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
・トラクヲー取扱説明書の13点リンクの規格」をよく

読んでくださし、。

ePTOクラッチを切り、トラクヲーの工ンジンをJ必

ず停止してカブラの取付けをします。

・必ず、リンチピンで抜け止めをしてくださ"，

守らないと取付けができなかったり、機械の損傷やケ

ガの原因になります。

回トラクターのれ111玉レバーを操作し、ロワーリンクを

「最下げ」にします。 トラクターの PTO羽hにジョイ

ントの広角側(大きい方)をlJ)(付けます。

固カブラをトラクターのトップリンクに、 トラクター

に付属しているトップリンクピンで取付けます。

固 左右のロワーリンクにlrR付けます。

内側セットと外側セットができます。 トラクターの

3点リンク規格に合わせてください。

ESカプラ

内側セット

JIS 0大

タト世田セット

JIS 1 

囚ジョイントをサポートプレートの上にのせます。ス

テッカー而を上にして、ジョイントを折りながらサ

ポートプレートの切欠き郎へピンを入れます。

国あぜぬり機を装着するまでは、トラクターの"1"，(;、に

合わせ左右均等に、やや多く振れるように、チェッ

クチェーンで仮り止めをします。

⑪ 



固 トップリンクの長さは、ロワーリ ンクの地上高36cm

ほどのとき、カブラが垂直ーになるように調節します。

ム注意
・各種カブラ(オートヒッチ)があぜぬり機の入力軸安

全カバーに干渉する場合、斜線部の延長カバーをは

ずして く ださ~\ ，

装着の順序 | 
ム警告
・あぜぬり機の装着は、平らで闘い場所を選び、いつ

でも危険をさけられる態勢でおこなってください。

・卜ラクヲーのまわりゃあぜぬり機との聞に人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもぐったり、足を入れたりしない

でくださL、。

・あぜぬり機の調整をするときは、トラクヲーの駐車

フレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位置

にし、エンジンを停止してください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ここでは、 4セァ トを中心に説明します。4セットと

3セットの迷いは、ジョイントが自動装着か、手で付

けるかの逃いです。

@ 

回 カブラのハンドルを引き、フックを解除し装着状態

にします。

. .' O 
笹ー

品
、、，

¥ 

フッヲ解除一一一一

団 トラクターをあぜぬり機の，*，心に合わせ、まっすぐ

パックします。

トラクターのillr圧を Fげて、カブラのトップフック

をあぜぬり機の トップピンの下へくぐらせます。 ト

ラクターとあぜぬり機の，*，心が合うまで繰り返して

ください。

(写真はuzシリースです。)

団ゆっくりトラクターのillrJ.王を上げて、トップ7'Jク

でトップピンをすくいヒげます。

あぜぬり機のロワーピンガイドがカブラに入ります。



囚ハン ドルを事11し、フックで悶定します。

4セットの場合は、ジョイントも同時に入力車hのス
プラインに入ります。

国 ハンドルをストッパーで確笑にロックしてください。

?¥ 
ストッJ

t ノ

ム注意
・装着・取外しのとき以外は、必ずハンドルスト ッパ

ーをかけ、ハンドルを口 yクしてください。守らな

いと誤操作であせ'ぬり機が外れ、機械の損傷や傷害

事故の原因になります。

補足

-フックが当たったり、ジョイントが入ら

ない場合は、 トラクターの計11庄を下げで

あぜぬり機を外 し、始めからやり直して

ください。

・あぜぬり機が左右に傾いているときは、

トラクターの右側リフ トロァドの長さを

制自白し、あぜぬり機の傾きにカプラの傾

きを合わせてから装着してください。

| トラクターかSの取外し l 
A警告
・あぜぬり機の取外しは、平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってください。

・取外すときは、スヲントーを取付けてください。

・トラクヲーのまわりゃあぜぬり機との聞に人が入ら

ないようにしてください。

・あせ'ぬり機の下へもくったり、足を入れたりしない

@ 

でく ださい。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ム注意
・トラクヲーのPTO変速レバーを「中立」の位置にし

て、取外してください。守らないと誤燥作でPTO

軸が回り、傷害事故につながります。

※CZ幽 300でウェイトキット(オプショ ン)を組イ寸けの場

合は、必ず外側に開いて左右のバランスを取ってく

ださい。

※CZF-300を取外すときは、必ず中央セットにしてく

ださい。

回 あぜぬり機へスタンドを取付け、スタンド止めピン

を差し、回定します。

国ハンドルス トッパーを解除します。

団カブラのハンドルを引き、フックを解除します。

囚 あぜぬり機をゆっくり下げます。

回 カブラからロワーピンガイドが抜け、 トップピンか

らト ップフ ックが外れたのを線認して、ゆっくり ト

ラクターを前進させます。

外れない場合は、トラクターとあぜぬり機の左右の

傾斜が合っていないか、 トラクターがまっすぐ前進

していないかのどちらかです。締認してやりi直して

ください。

| 持ち上げ時の注意 | 
白 はじめて トラクターへ装着するときは、 iliUげJI時

にトラクターとあぜぬり機がぶつからないように、

前Ii1I二をゆっくり上げながら揃認します。特にキャビ

ン付きトラクターの場合は、1nuiのガラスを突き上
げないように泊:なしてください。

団 トラクターにより、スイッチでilj;Lヒげ」まで自動上

昇する機板があります。作業機が勢いよく上がるた

め、 トラクターとあぜぬり機との|間隔を10cm以上|革l
け、 lニげ規制をしてください。

回 トップリンクやロワーリンクの取付穴位位、および

リフトロ ッドや トップリンクの長さを変えた場合に

は、[凋殺をやり直してください。

ム注意
・トラクヲーの取扱説明書i3点リ ンク、 および油圧
関係」をよく読んでください。守らないと機械の慎

傷やケガの原因となります。

固 リフトロッドの長さを制節して、あぜぬり機の左右

を水平もしくは、 3J支-51.立位右下がり(アゼ際)に

淵節してください。

ディスクが元アゼに来ると右側が上がり、作業時に

は水平になります。



| 1セットシリーズ CZ.CZF-1 I 

| 装着の順序 | 

ム警告
・あぜぬり機の装着は、平らで固い場所を選び、いつ

でも危険をさけられる態勢でおこなってください。

・トラク空ーのまわりゃあぜぬり機との聞に人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

・あせぬり機の調整をするときは、トラク $1ーの駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位置

にし、エンジンを停止してください。

・トラクヲーとの装着バランスが悪い場合は、トラク

ターメーカー純正のバランスウェイ卜を付け、バラ

ンス調整をしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

回トラクターをあぜぬり機の中心に合わせ、まっすぐ

パァクします。

国トラクターの左ロワーリンクにあぜぬり機の左ロワ

ーピンを取付けます。

回 トラクタ}の右ロワーリンクにあぜぬり機の右ロワ

ーピンをJ[:(1.Jけます。高きが合わないときはレペリ

ングハンドルを回し、リフトロッドの長さを削節し

て取付けてください。

回 あぜぬり機のマストに、 トップリンクの長さを刻節

してJ[:(付けます。

補足

・ト ップリンクが取付けしづらい場合は、目11

圧をゆっくり上げてあぜぬり機の前を少し

浮かします。

ロワーピンの地上高を60cm{Iどにします0

・勢いよく、または大きく上げると、あぜぬ

り機が後ろに倒れ、機械の損傷やケガのJJi、

悶になります。

国 トップリンクが短い(縮まった)状態で'1111圧をいっぱ

いに上げると、あぜぬり機とトラクターが当たる場

合があります。入力車11がほぼ水平になるように、 ト

ップリンクを仰ばしてください。

@ 

トラクターかSの取外し l 
ム警 告
・あぜぬり機の取外しは、平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

L 、。

-卜ラク空ーのまわりゃあぜぬり機との聞に人が入ら

ないようにしてくださ"，

・あぜぬり機の下へもくったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
・トラクヲーのPTO変速レバーを「中立」の位置にし、

取外してくださし、。守らないと誤操作でPTO軸が

回り、傷害事故につながります。

※CZ-300でウェイトキット(オプション)を組付けの場

合は、必ず外側に開いて左右のバランスを取ってく

ださし、。

※CZF-300を取外すときは、必す中央セッ卜にしてく

ださし、。

囚あぜぬり機へスタンドをJ[:(1~ け、スタンド止めピン

を主主し、固定します。

固 あぜぬり機をゆっくり下げます。

固 トラクターのPTOil山からジョイントを外し、次に

あぜぬり機の入力取11から外します。

困あぜぬり機のマストから、トップリンクを外します。

外れないときは、 トップリンクの長さを調節して取

タトしてください。

固トラクタ」の右ロワーリンクからあぜぬり機の右ロ

ワーピンを外します。高さが合わないときはレベリ

ングノ、ンドルを回し、リフトロッドの長さを捌節し

てl収外してください。

国 トラクターの左ロワーリンクからあぜぬり機の左ロ

ワーピンを取外します。

回 トラクターをゆっくり、まっすぐ前進させます。



工二二 日農工 Al/A2Bシリーズ

| 装着の順序 | 
A警告
・あぜぬり機の装着は、平らで固い場所を選び、いつ

でも危険をさけられる態勢でおこなってください。

・あぜぬり機の装着は、トラクヲー付属の口一世リー

と同じ順序です。卜ラクヲー取級説明書の「ローヲ

リーの取付け・取外し」の項を参照してください。

・トラクヲーのまわりゃあぜぬり機との聞に人が入ら

ないようにしてくださ"，

・あぜぬり機の下へもく ったり、足を入れたりしない

でくださ"，

・あぜぬり機の翻整をするときは、トラク空ーの駐車

ブレーキをかけ、PTO変速レバーを「中立Jの位置
にし、エンジンを停止してください。

・トラク空ーとの装着バランスが悪い場合は、トラク

ヲーメーカー純正のバランスウェイ卜を付け、バラ

ンス調整をしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

. トラクター付属のロータリ ーのカプラ(別名フレー

ムヒッチ)、およびジョイン トを兼用であぜぬり機

にも使用します。

.トラ クターへの取付け・ Jj)(外しは、 トラクター付属

のロータリーと|両jじ方法でおこないます。

・ト ラクターの型式、および3点リンクの規格で装着

の方法は興なります。ここではー般的な説明をしま

す。

回 カブラのハンドルを操作し、ロータリーを外します。

回 トラクターをあぜぬり機の中心に合わせ、まっすぐ

パックします。

トラクターのI111圧を下げて、カブラのトップフック

をあぜぬり機のト ップピンの下へくぐらせます。 ト

ラクターとあぜぬり機の中心が合うまで繰り返して

ください。

図 ゆっくり トラクターの1111圧を上げて、 トップフック

でトップピンをすくい上げます。

あぜぬり機のロワーピンがカブラに入ります。

囚 ハンドルを操作し、フックで悶定します。必ずスト

ッパーをかけ、ロ ックします。

@ 

※フックが当たったり、ジョイントが入らない場合は、

トラ クターのIIIJ圧を下げであぜぬり機を外し、始め

からやり直してください。

※あぜぬり機が左右に傾いているときは、 トラクター

の右官IIJリフトロッドの長さを絢節し、あぜぬり機の

傾き にカブラの傾きを合わせてから装治してくださ

し、。

回 フックがス トッパーで縦突にロ ックされているか、

必ず郁i認してください。

! トラクターかSの取舛し | 
ム警告
・あせ'ぬり機の取外しは、平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってください。

・取外すときは、スヲン ドを取付けてください。

・トラクヲーのまわりゃあぜぬり機との聞に人が入ら

ないようにしてくださ"，

・あぜぬり機の下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ム注意
・トラク空ーのPTO変速レバーを「中立」の位置にし、

取外してください。守らないと誤操作でPTO軸が

回り、傷害事故につながります。

※CZ・300でウェイトキット(オプション)を組付けの場

合は、必す外側に闘いて左右のバランスを取ってく

ださい。

※CZF・300を取外すときは、必す中央セットにしてく

ださい。

回 あぜぬり機へスタンドを取付け、スタンド止めピン

を差し、伍|定します。

Eカブラのストッパーやロ ックを解除します。

固 あぜぬり機をゆっくり下げます。

囚 カブラからロワーピンが抜け、 トップピンからトッ

プフックが外れたのをlie・認して、ゆっくりトラクタ

ーを前進させます。

外れない場合は、 トラ クターとあぜぬり機の左右の

傾斜が合っていないか、 トラクターがまっすぐ前進

していないかのどちらかです。確認してやり直して

ください。



ジョイントの取付け | 
ム注意
・PTOクラッチを切り、トラク空ーのエンジンは必
す停止させ、ジョイントの取付けをしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ジョイントの長さは、装着するトラクターの型式に

より興なります。ご注文|時にトラクターの型式を明

示いただければ、それに合ったものが付いていきま

す。型式が不明の場合は標準の長さの物を付けてい

ます。

※長すぎるジョイントを装着すると、 トラクターのP

T Oilqliか作業機の入力ifqllを突き、破損させます。

※短いとジョイントのかみ合いが少なく、ジョイント

が破損します。

団 長さの確認

次の方法で長さの確認をしてください0

+48シリース

(1) 3点リンクにカブラをlfx付け、装着の姿勢にトップ

リンクの長さを合わせます。

(2)illl圧をいっぱいに下げ、ジョイントをセットします。

(3)ジョイントを見ながら、れIi圧を少しずつ上げ、水平

になった所で、突いていないか確認します。突いて

いる場合は、長い分を切るか、短いものと交換しま

す。

(4 )れ11圧を上下して、ジョイントの「カパ}スキマ」が下

表の純閥以内にあるか制べます。

※スキマが大きすぎるとジョイントの強度が不足しま

す。長いものと交換してください。

最縮全長

カパースキマ

桁矧{ 45ジョイント迎式 最総長 カノ〈 スキマ(rum) 
4 CECV-Z655 650 28-106 
セ
ツ Z705 700 28-156 
ジト Z755 750 28-206 
ヨ

イ Z805 800 28-256 
ン

Z855 850 28-306 

+38/18シリーズ

(1)あぜぬり機をゆっくり上下し、 トラクターのPTO

紬とあぜぬり機の入力軸が同じ高さになったところ

でれIi圧をロックし、エンジンを止めます。

(21P T Ojl~1iへジョイントを取付けます。

(3)ジョイントをいっぱいに締め、ジョイントの先端と

あぜぬり機の入力制IiとのI:Uに1cmほど間隔があれば

そのまま使用できます。

|間隔がない場合は、長い分を切断します。

PTO軸側 入力軸側

U
U
 

吋」担
唱
4

M

団 ジョイントの切断方法

(1)長い分だけプラスチ

ックカノ〈ーをオス

メス両方切り取りま

す。

(2)切り取ったプラスチ

ックカバーと同じ長

さを、シャフトの先

端から百|ります。

@ 



(3)シャフ卜を高速カッ

ターか金ノコでオ

ス メス阿方切断し

ます。

(4 )切り口をヤスリでなめらかに仕上げ、グリスを塗り

オス・メスを組合わせます。

団 取付方法

3セット、およびlセットの場合は「新通広角ジョ

イント」をJj)(付けます。

ジョイン トの広f1)~PJ (大きい方)をトラクターのPT

O事hに付けます。

作業機入力軸 トラク ~-PTO車自

輸hH
 

叩幹叶

入力制カバーは、Rピンを抜くと上に」がります。

ジョイントを付けるときだけ上げてください。

( 1 ) ジ ョ イ ン ト の ロ ッ クピンを押 しながら入力 il~hへ挿入

し、ロ ックピンをilihのi品'でJI:めます。

ハン7 ーなどでジョ

イン トをたたき、 5車

引に入れないでくだ

さい。

ロックピンのiIJi;>j<1 

cm以上出ていれば、

縦突にロァク されて

います。

(2)計11圧を上下して、ジョイン トの「カバーのスキマ」が

下去の市世間以内にあるか淵べます。

※スキマが大きすぎるとジョイン トの強度が不足しま

す。長いものと交換してください。

車膏Ri ジョイント迎式 秘書(m百全m)長 カパ スキマ
(rnm) 

広7ジq 
CECV-660 660 26-148 

2 7JO 26-198 
ヨ

イ 3 810 26-298 
ン

止 4 910 26-398 

( :l)ジョ イントカバーの

チェーンを、 トラク

ターの3.'，~j: リンクカ《

上下しても動かない

場所につなぎます。

3点リンクを上下し

でも引っ張られない

ようにたるみを持た

せます。
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| トラクターとの調整 | 
ム警告
・あぜぬり機の鯛E査をするときは、 トラク合ーの駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位置
にし、エンジンを停止してからおこなってください0

・トラクヲーのまわりゃあぜぬり機との聞に人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

回前後角度調節

(1)4S/3S/0S/1 Sシリーズ

あぜぬり機の入力引Iiが水平になるように、トップリ

ンクの長さを調節します。

(2)A1/A2/Bシリーズ

トッ プリンクの調節ができません。「トラクター付

属ロータリー」の装務長さに合わせてください。

国 水平の調整

あぜぬり機の左右が作業のときに水平になるよう

に、 トラクターのレベリングハンドルを回して、右

リフトロッドの長さを削節します。

補足

作業のときは、ディスクが元アゼに乗り、右側が

やや上がります。リフトロ γドを伸ばし右制IJを F

げ、作業l時にあぜぬり機が水平になるように間推

してください。

回 「最上げ」位置の調節

PTOをl到il氏させながら、ゆっくりあぜぬり機を上

げ、振動や~\l音 の仕i ない位置で ìlJiJ王 レバーを止め、

「上げ規制スト ッパー」で回定します。

13ページ「持ち上げl時の注意」を参照してください。

@ 

-・.~圭~JD~~}:~軍..・・
ム警 告
・作業状態では、あぜぬり機が車輪幅より右側に出る

ため、移動・走行が危険になります。すれ違いなど

には十分注意して移動 ・走行をしてくださL、。

-CZF・300の場合は、必ず中央セットに戻してから移

動・走行をしてください。

・高速走行・急発進・急停車はしないでくださ ~\ o 旋

回するときはスピードを落とし、急旋回はさけてく

ださい。

・運転者以外の人や物をのせないでくださ ~\ o

・子供には十分注意し、機械へは近っけないでください。

・ほ場への出入りは、必ずアゼと直角にしてください。

・急な上り坂で前輪が浮き上がると、ハンドル操作が

できなくなりとても危険です。常に前・後輪のハラ

ンスを考えながら、卜ラクヲーメーカー純正のバラ

ンスウェイトを付けてください。

・アゼ越えや段差を乗り越えるときは、アユミ板を使

用し、地面に接しない程度に作業機を下げ、童心を

低くして下さい。使用するアユミ板は、強度・長

さ・幅が十分あり、滑り止めのある物を選んでくだ

さい。

-両側に溝や傾斜のある農道を通るときは、特に路肩

に注意してください。軟弱な路肩、草の茂ったとこ

ろは通らないでください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
・トラクヲーにあぜぬり機を装着して公道を走行しな

いでください。守らないと、「道路運送車両法違反」

となり、事故を引き起こす原因になります。

凹 移動のときは、あぜぬり機をいっぱいに上げ、 illl日:
ストップパルプを完全に「閉め」て、下がるのを防ぎ

ます。あぜぬり機が左右に振れないように、チェッ

クチェーンを張り、ロックナットを締めてください。

団CZ-300でウェイトキット(オプション)を組付けの

場合は、必ず装着l時と同じように外側に開いて、 左

右のバランスを取ってください。



団 あぜぬり機を単体でトラック輸送する場合は、必ず

耕うん爪が床百lに着くように、ロータリ一郎をいっ

ぱいに下げてください。スタンドと機体で重立を支

えるようにして、ロープでしっかりと固定してくだ

さい。

スタンド

補足

・スタンドだけであぜぬり機を支えると、大

きな振動のとき、機体が動いたりスタンド

部分が破損する場合があります。

@ 

lま場条件 | 
回，~場条件

①あぜぬり機の使月J前には、ロータ1)-'fJfうんをしな

いでください。ロータリー耕うんがしであると、土

"1"の水分が保たれにくく、アゼがきれいに成形しま

せん。またトラクターの直逃走行がしづらくなりま

す。秋刺しは、アゼ際を l行程残して耕うんしてく

ださい。

②元アゼの上にある1;1:は除いてください。新アゼが分

献し、 1Mれやすくなります。

③元アゼの高さは、 20cm-30cm以内としてください。

20cm以下の低いアゼの場合は、大径ローラー(オプ

ション)を組付けてください。(22ページを参!!日)

国 作業時のほ場水分

あぜぬり機の性能は、ほ場水分の影響を大きく受け

ます。最適なほjiJj条件をii!lぴ作業してください。

めやす表

土取水分 手のひらで
砂質 成土 粘土

(%) 土を振る

25-30 随lまらない × × ム

31-35 少し悶まる ム O O 
36-40 ほどよく悶まる 。。。*
41-45 柔らかく固まる 。。。
46-50 指の聞から出る 。。 O 
-水分36-40%で粘土質の場合(* l:jJ)、ディスクに土
が一番はりつきやすい土伎があります。

この場合は、作業を中止して雨が降るか、もう少し

乾いてからおこなってください。

・この表は、 一般的なあぜぬりの「めやす」です。

次の「上手な作業のしかたJを参考にして、条例を設
定してください。

・トラクターの車輪がIOcm以上沈むほ場では、作業を

しないでください。

・1;吃いたほ場では、ilIu上がりに作業してください。



| 上手拡作業のしかた
田 方向輸の調節

IIi輪脈iより右側にオフセットしているため、 f'1'mrl"
は機体が左側に振れたり、トラクターのハンドルが

とられる場合があります。方向輸は機体の振れをl吸

収し、 i!I進性をよくするために調節します。

( 1 )杭~{ìJ事佼 '1i1"…」ニから6併自の穴に止めピンでセ ット

します。

6番目の穴

止めピン

方向輸

(2) 3-4111作業しながら、ほ坊の条件・機体の振れ ・

ハンドルの取られで深さの制殺をします。

-1古lいほ場ーやや浅めにします。きき過ぎて、機体

が浮く場合があります。

・1鼎EE卜・ ・やや深くします。やわらかいと、きき

が思くなります。

(さらに機体の直:illi伯をよくするため、;JJiriJ輸の後

方が進行方向に対して、 4度1mいています。)

(3)1湖殺が済んだら、あぜぬり機を水平にi制節します。

団 ロ一世リ一部(爪軸)の鏑節

(1)深浅ハンドルを回して、標準位i世に合わせます。数

メートル作業しながら、アゼぬりに必~な全体の土

:111を削節します。

・ロータリ一部をi主くするー・・ー土J止が多くなる

・ロータリー古!日を浅くする・ ・ 日土iiJtが少なくなる

Ililil下限区沼

[;%l上限匡m

@ 

(2)ロータリ一部の前節が

完了したら、深浅ハン

ドルを倒してくださ

い。作業中の振動で設

定位iEがaEわないよう

にハンドルの回り止め

になります。

固 ローヲリーカバー関係の関節

作業時の

ハンドル

(1)補助耕うん部カバーは、アゼ而lへの土の移動(土飛

ぴ)を変えて、アゼの大きさを削節します。

・カバー外側…アゼ全体に土を多く し、アゼ上lluが23

く、ノリffijが務めになります。

・カバーl勾側 アゼ上ffijのこl舗を少なくし、高さを押さ

えながらノリifiiをJiJくします。

囚 アゼ上面への土量の調節

(1)ガイド板は、アゼの刊さにjf[従して7 1)ーにヒ |ごし

横への土のはき/JIしを防ぎ、アゼ」二町の土lìl を揃 f~1

します。

(2)削節板は、ピンの差し替えで5段階にアゼ上而への

土五lを調節します。

・聞く…..・ e・-土のll(が多くなり、アゼが高くなる

・Wlじる 土のiitが少なくなり、アゼが低くなる

調節板 ガイド



f 

のり

回 アゼ法面への土量の調節

標準組付けの状態で法而の土filが少ない場合は、法

f(ijに「ス」ーひび制れができ、締まりが恕くなること

があります。

こiニ11ニめ板を l段内側に待せて、アゼとのHU隔を広げ

ます。

・アゼ法而 紋元への土iilが多くなります。

E.，...04 ::2!c I・I・{t)I品目卦1町辺両・
田作業状態オフセット

川あぜぬり機を地而に裁かない状態まで下げます。

(できるだけ低い位位が、 J品刊しやすい)

(2)クラ γチレバーは「切るJの位1flにあることを縦認し

てください。(クラァチレバーが「入るJの状態では

オフセット操作ができません。)

ヲラッチレバー

(3)オフセ ットロ ットの固定ピンを抜き、あぜぬり機を

作業状態(あぜ際)に移動します。

@ 

(4)固定ピンを差し込み、回してロックします。

ペ

，....:----~ 

(5)クラッチレバーを「切る」から「入る」の1iL1i'lに切り替

えます。

(6)あぜぬり機を少し持ち上げて、エンジンをかけます。

(7)エンジン回転は低迷で、 PTOをl速に入れて静か

にトラクターのクラッチを離してください。

(必ず低迷でおこなってください)

(8))[¥軸とディスクが回転することを稲館、してください。

(9).p TOを中立にして、作業準備完了です。

団 移動・格納オフセット

(l)PTOを中立にして、あぜぬり機を地市lに着かない

状態まで下げます。

(できるだけ低い位世が、線約しやすい)

(2)トラクターの刷.車プレーキをかけ、エンジンを停止

してください。

( 3 )クラッチレバーを「切る 」の位IQ~にします。

(4 )オフセットロ γトの|劃定ピンを抜き、あぜぬり機を

トラクターの後方センターに移動します。

(5)悶定ピンを差し込み、 1mしてロックします。



-~~事岨・';{l晶司iJJ:1配置

回 ウェイトキット (CZ-300のみ)

|CZOO-cw ウェイトキット(コードN仏 R024 902000) I 
乾田や水分の少ないアゼで、 |割く締まらない場合に

機体重訟を大きくし、ディスクの庄活力を強くして

締まりを良くします。

・ウェイトはボルトで雌笑に岡定し、止めピンで作

業位i泣にセットしてください。

CZ-300 
自

止めピン
イト

補足

・作業l時以外は(着脱移動の|時)必ず外側に

聞いて、止めピンで|胡定し、左右のバラン

スを lr~ っ てください。 (CZ-300)

(10ページ「装着姿勢」を参照ください。)

団 低いアゼの対応(大径ローラー)

アゼ高さ・・・20cmより低い場合

またはロータリ 一部の深さやカバーの澗節をして

も、ディスクがアゼ尚さまで下がらない場合は、大

径ローラー(別売り)に組替えてください。

UZOO-TR 大径ローラー216(コードNo，R008 902000) 

UZ-300と共通です。

標準ローラ

団 上面ローラーの調節

(1)アゼ上回の怖が!よい場合は、延長ロ}ラー(別売り)

をj底力11してください。

tZ1準ローラ」の延長(AZ'UZ-300と共通です)

UZOO-ER延長ローラー140(コードNo，R008 909000) 

大径ローラーの延長(AZ'UZ-300と共通です)

|延長パイプL AZ(コードN弘前4220000) 

85.511 11cm 
…ー}

ローラー

水路

ださい。

(2)アゼ上而の帆がせまい場合は、延長部分を外してく

外す

回 中アゼ部品(UZ・300と共通)

ほ場の中に、 一行程で「中アゼ」をつくります。

|UZOO-NA 中アゼ部品(組)(コー川， R側側000) I 
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固 補助ローラー(AZ• UZ-300と共通)

アゼ上而の外側の肩を成形します。

こぼれた土を押さえて上面をキレイ にしたり、隣の

水田に土を務とさないようにします。

|UZOO-HR 補助ローラー川(コーrNo.R側側00ω

補助ローラー

| 作業時の注意 | 
ム警 告
・作業中は、卜ラクヲーとあぜぬり機のまわりに人を

近づけないでくださL、。

・回転部分に草やワラが巻き付いたときは、PTO回

転を止め、必ずエンジンを停止させ、巻き付きを外

してください。

・傾斜地での急旋回は転倒のおそれがあり大変危険で

す。トラクヲー速度を落と し、大きく回ってください0

・ぁぜぬり機の調整をする場合は、必ず工ンジンを止

めてからおこなってください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

.1'limが終わりましたら、 :仁やゴミを、ほ場内できれ

いに落とし、道路には務とさないでください。

田 作業速度

税(準作業述)支は、 。目2-0.8km/hです。一般的に水分

が多い場合は速め、水分が少ない場合は巡めにしま

す。

・水分多め・述伎は辿めで、キレイな成形を優先します。

(迷肢が避いと、のり而が凹凸になりやすい)

・水分少ない 速度は逃めで、アゼの締め付けを後先しまれ

※めやす表

IIi述(km/h)1.0 

水分(%) 50 
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回 PTO回転数

トラ クターのPTO変述は、 liili-2iiliを使用しま

す。 トラ クターのエンジン回転は2000-2400rpm

の純凶で使用してください。

図 作業中の異状・点検

(1)振動、奥ili-など作業"1"のn状は、ただちにエンジン
を11:め点検してください。そのまま使用し統けると

他の部分にも制御が広がります。

(2)27、28ベージの点検整備 興状処'ü~を参 !!視して、必

ず対応をしてください。

・アゼぬり作業は、ほ場の条件(水分・土質)に大きく

左右され、同じほ場でも仕上がりが変化する場合が

あります。「上手な作業のしかたJを参考に翻整をし
てください。

@ 



-・・.~:主主駐軍I'"~~主当ff:冒・・

長くお使いいただくためには、 日常の保守管理I!が大切

です。

A警告
・点検・整備をするときは、交通の邪魔にならず安全

なところを選んでください。機械が動いたり、倒れ

たりしない平らな固い場所で、トラクヲーの前輪に

は車止めをしてください。

・点検.~備をするときは、トラクヲーの駐車プレー

キをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位置にし、

エンジンを停止してからおこなってください。

・あぜぬり機の落下を防止するため、油圧スト ップバ

ルブを完全に「閉めJてロックし、あぜぬり機の下へ
台を入れてください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ず

エンジンを停止させ、巻き付きを外してください。

・ディスクは鋭利になっています。素手でさわらない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

囚 ボルト ・ナットのゆるみ点検

使用時ごとに各部のボJレト・ナット、特ーに爪取付け

ボルトを増締めしてください。新品の場合は1i1!JfI2 

時間後に必ず期締めをしてください。

回 ジョイントの給油

③グリスニツプル

使用時ごとにグリスアップをする。

⑧ジョイン トスプライン部

使用11寺ごとにグリスを塗る。

⑤シャフ ト

シーズン後にグリスを塗る。

⑨ロックピン

シーズン後に注油する。

[広角ジョイン 卜]

@ 

回 オイル量の点検と交換

(1)オイル批の点検

作業状態にしてオイルのi誌を点検してください。不

足の場合はギアオイル#90を補給してください。

(2)オイル交換

工場11.¥荷l時には紛れ11しでありますので、第 11m自の

交換まではそのまま使用してください。

.チェンケースl

ドレンボルトを外して、オイルをj)1'I1¥します。注訓l

仁lから規定iitを給iillしてください。

.チェンケース2

.ミッションフレーム



交換悩所 Ji1:( e ) 1 liiI日 2回目以後

チェンケース l 0.8 3011寺110 2501時間

チェンケース 2 1.2 3011寺I/JJ 25011寺|問

ミァションフレーム 1.0 3011寺1111 250m~IIU 

( 地球にやさしく ) 
①使用済みのオイ 1レをむやみに拾てると環境汚染にな

ります。

(1)オイルを胡 11¥するときは、必ず谷日出に受けてくだ

さい。地而へのたれ流しゃ川への脆楽は絶対にし

ないでください。

(2))iWI'各府lゴム部品などを捨てるときは、お買い

求めの販光市にご相談ください。

囚i主油・グリス補充

ttilll.....…・方向輪・カバーの回動部

グリス.....i利克ハンドルのIITJ!I伝部(グリスニ ップル)

作業前、または 81時11.日ごとに点検補充してくださ

し、。

国 チェンヲイ卜ナーの調節

作業ごとにチェーンがfrll

びます。作業前には必ず

制捻をしてください。

・ロ ックナットをゆるめま

す。工具を使わないで、

必ず手で、ゆるんだ分を

締め込んでください。

※工具で締めるとチェーン

がfljlぴ過ぎます。

・ロγクナァトを締めます。

チェンケース

@ 

国 税うん爪の種類と本数

あぜぬりの性能に大きく影響します。破倒したり、

lが粍した爪は、 早めに交換してください。

(I)CZ-300 

H10R爪(コードNo，R024 123000) 5本

H 11 R爪(コードNo，R024 124000) 1本

(2).CZF-300 

H17R爪(コードNo，R078 121000) 4本

H17BR爪(コードNo，R078 122000) 1本

H17B L爪(コードNo，R078 123000) 1本



回 ウィングの交換

6分制のウイングは、交換できます。

下図のように食い込み部分の角度によって、磨耗に

差がでます。

ウィングが全体に減ると、あぜぬり性能に大きく影

響しますので交換してください。

ム注意
・摩耗部分は鋭利になっています。必ず手袋をして作

業してください。守らないと傷害事故につながりま

す。

ム警 告
・格納は、雨や風があたらず、平らで固い場所を選ん

でくださL、。

・あぜぬり機の格納はスヲンドを必す付け、キャスヲ

ーのストッパーをかけてください。

・カプラ・ジョイン卜はあぜぬり機から外して、地面

に置いてください。

・格納庫には子供を近っけないでください。

守らないとあぜぬり機が転倒し傷害事故や機械の損傷

につながります。

@ 



| 点検整備チェックリスト I 

l時 IIU :t.n 目

① ミァションフレームのオイル点検

新品使用始め

② チェンケースのオイル点検

新品使用 21時 IIU ① ボルト・ナットのt目前rrめ

① ミッションフレームのオイル交換

新品使用 30時間 ② チェンケースのオイル交換

③ i翠i主ハンドル官11のグリス有Ii給

① 訓うん爪とウイングディスクのJfK付ボルトi円締め

② ミッションフレームのオイル批点検

f止 用 1jiJ ③ チェンケースのオイルi;l、.オイルもれ点検、チエンタイトナー削節

④ ジョ イントのグリスニップルヘグリスア ップ

③ 地而から上げて回転させ、~~音興状のチェ ッ ク

① きれいに洗い、水分ふきとり

② ボルト、ナット、ピンJ:i{のゆるみ、脱落チェ ック

③ 耕うん爪、ウイングディスクの摩耗、折れチェック

イ史 m 後 ④ 入力制lへグリスを塗る

③ ジョイント、スプライン部へグリスを塗る

⑤ ジョイント、ロァクピンへilillt

⑦ !llhく部分へ注I111

① ミッションフレームのオイル交換、オイルもれチェ ック

② チェンケースのオイル交換、オイルもれチェック

③ i*i主ハンドル昔日のグリス補給、チェック
シ ー ズン終了後

@ ジョイン トのシャフ トへグリスを塗る

③ i!!tn企装部へサビ止め

⑥ ì~lf(; ，\j'，は早めに交換

@ 



異状と処置一覧表 I 

使用1'1"あるいは使用後の点検l時に下表の典状が発生した場合は、再f史川せずにすぐに次の処世をしてください。

昔日{立 i.fE ~;I; 原 図

ililli受ベアリングの異状
5時 1f の 発 生

割F 爪Jfi(付ボルトのゆるみ

朝|うんilqllの1111がり
J肢 E山 の 発 生

つ 朝|うん爪の配列r:u;畠い

チェーンの切れ

ん
l仙 が回らない

駆動車Iiの切れ

オ イ Yレ も れ ウォ ーターシーJレの民状

Irqll 残朝|ができる 刺うん爪の摩耗、 折れ

二|二が街らない 朝|うん爪の配列1m述い

チ
チエンタ イトナーの破1l'l

民; 音 の 発生
-" スプロケットの損傷

ン
カバーパッキンの切れ

ケ オ イ Jレ も れ
カパ一帯fI付ボルトのゆるみ

ス
全品 の 96 ヨミ オイル五l不A!.

ベア リングの災状

、、、 j~ 首 の 発 olo ギアのtj~1話

ツ ベベJレギ7のカミ合い不良
シ

ヨ 入力取Iiオイルシールの=穴状

ン パッキンの切れ

フ
オ イ yレ も れ

ロックタイトの劣化
レ

締Nボルトのゆるみ

ム 熱 の 発 oI'. オイ Jレ設不足

オイル興状減少 駆動引Iiオイルシール奥状

』時 の 発生 グリスi正不足
ジ

ジョイント折れ角が不適切
ヨ ジョイント I!借り
イ あぜぬり機の上げすぎ

ン
た

ト
わ む シャフ トのカミ 合いl陥不足

スプライン古iのガタ ロックピンと ヨークのl京粍

※アゼがきれいに成形できない場合は、もう一度次の項目を確認してください。

①ほ場条1'1の昨日記(19ベージ)

②各部の削節の悌認、とオプション部品の組合せ(20-23ページ)

③作業H寺のil:iZi:(23ページ)

@ 

処 i位

ベアリング交換

ボルト締1~

耕うん』制l交換

爪配列のチェ ック

チェーン交換

駆動ilqll交換

ウォ ーターシール交換

耕うん爪交換

爪配1IJのチェック

タイトナー交換

スプロケット交換

パッキン交換

ボルト時u締め

オイル補給

ベア リング交換

ギア交換

シムで制強

オイルシール交換

パァキン交換

ロァクタイ ト塗り直し

ボルトoffi締め

オイル補給

オイルシール交換

グリスアップ

前後角度姿勢の制強

リフ ト1;tの規11m

長いものと交換

すぐに交換
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松山株式会社
本全| 〒386-0~97

物流センター 干386-0497

|ヒ海道営業所 干068-0111

JtiJ 111 111以所〒079-8431

市広 111張所〒082-0町M

東北 'Ei'm J肝〒~)89-6135

|則*営業所〒329-4411

長出[.'m' ~来月}〒 386-04~)7

l町山官業所〒708-1104

九州 'ì:í' 業 f~r :〒861-4101

l甘 九州/lHJlí~í 〒885-0074

長崎県小県郡丸子町出川5155
fi (0268)48-7500 FAX (0868)42-7日6
長崎県小YI-~~出丸子 町駈川 2949
官 (0268)36-4111 FAX(0268)泌 3335
北海泊空知郡*沢町宇山1i194-5
fi(0126)45-4000 FAX (0126)45-4516 
|ヒ海道旭川市北山町8丁目32
fi(0166)46-2505 FAX (0166)4ι2501 

北海道河凶1t悶室町東羽室北l線18許19
(第3工梁間地)
百 (0155)62・5370 FAX (0155)62-5373 
宮城11;tr1i川市稲葉2丁目3帯14号
fi(0229)23-7440 FAX (O22~))23-90 1O 
栃木県 F郁J1郡大平l町繊細みずほ5-3
fi(0282)45-1226 FAX (0282)4~-0050 
長野県小県郡丸子山fl1.l川2949
fi (0268) 35-0323 FAX (0268)36-3335 

Wd 1I1 Y;¥ i'l州JTli綾部1764-2
fi (086S) 29-1 18日 FAX(C自68)29-1325

熊本市近見7丁目J3i1t60号
官 (096)356-413~ FAX (096)322-S:lI0 

'I~f崎県都城fli'1' 'li:-)Llllf3389-1 
fi(09S6)24-6412 FAX (日986)25-7044
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